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話題提供：
“最良の科学”による、

パリ協定・グローバル・ストックテイク
への貢献とは？

2023年2月22日
観測とシミュレーションで読み解く「温室効果ガス収支」

ー"最良の科学"に向けてー
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グローバル・ストックテイク（GST）とは、
５年に一度、パリ協定の長期目標に対する世界の進捗を評価する仕組み

世界の
進捗評価

各国の目
標と行動
の強化

挑戦：パリ協定では、各国が自主的に目標と行動を決める。 GSTも 特定の
国・地域に対して、目標と行動の強化を要求できない。これをどう乗り越え
るか？

参照：パリ協定第4条3項・9項、第14条1項・3項

最良の科学 衡平性

https://unfccc.int/sites/default/files/english_paris_agreement.pdf
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“最良の科学”の出番は、少なくとも2回ある

情報
インプット 技術的評価 最終成果物

2021 2022 2023 2024 2025

参照：津久井（2022）「COP27の焦点：GSTとは」、Tsukui et al. (2023) Enhancing Non-State Actors’ (NSAs) Engagement in the Global Stocktake of the Paris Agreement: 
Establishment of a Regional Hub in Southeast Asia.

第1回グローバル・ストックテイク（GST） 各国による目標の更新

GSTの成果を各国
の文脈で伝える

• IPCC第6次評価報告書
• 政府・非政府の個別インプット
• 事務局の統合報告書等

? ?

https://www.iges.or.jp/sites/default/files/inline-files/20221020_tsukui_0.pdf
https://www.iges.or.jp/jp/pub/igst-sea-hub-summary-report-20221220/en
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“最良の科学”の力を借りて「GSTの成果を各国の文脈で伝える」イメージ

森林等のセクターの温室効果
ガス排出量の推計：世界モデ
ルの結果と各国が国連に提出
するインベントリの合計値と
の間で大きな差がある。

参照1)：第1回技術的対話サマリーレポート(UNFCCC 2022）より抜粋・仮訳。

モデルとインベン
トリでは、どちら
がより信頼できる

のか？
ネットゼロの社会
とは、インベント
リを基に評価され

る？

この差の要因は何
か？ この差を縮めるこ

とは実現可能か？

インベントリが整
備されていない国
は、モデル結果に

頼れるか？

【GSTの成果1) 】

＊インベントリとは、各国が定期的に国連に提出する
その国の一年間の総排出・吸収量のこと。
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まとめ

• 第１回グローバル・ストックテイク（GST）も終盤を迎え、その成果は2023年
11月のCOP28の目玉となる。

• “最良の科学”に基づくGSTは、幅広い情報のインプットを受け入れているものの、
成果取りまとめまでのプロセスはより透明性を向上すべきである。

• COP28でまとまるGSTの成果は、各国の文脈できちんとその意味が理解されな
ければならない。科学者には、この成果の伝達にも大きな役割があると考える。



ご清聴ありがとうございました。

グローバル・ストックテイク（GST）に関する最新情報は、
IGESウェブページまで！

https://www.iges.or.jp/jp/projects/gst
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